
くまもと市議会だより・平成27年3月第14号 1

第4回定例会の概要 主な議案の概要

12月11日　開会

会期 15日間

•質問(5日間)

•提案理由説明

•補正予算概況説明
•詳細審査

市長提出議案  １33 件・・・原案どおり可決
議員提出議案      6 件・・・原案どおり可決 4 件、否決 2 件
請願　　　　      1 件・・・不採択
合計　　  　   １40 件

•分科会長報告
•締めくくり総括質疑
•表決

•委員長報告
•質疑、討論、表決

12月12日、15日～18日
本会議

提出議案と議決結果

12月24日
予算決算委員会

12月25日　閉会

１２月１９日
予算決算委員会・同分科会
部門別常任委員会

主な事業

※　このほかの議案などの審議結果は、熊本市議会ホームページをご覧ください。

平成26年度熊本市一般会計補正予算を可決
●社会保障・税番号制度導入に伴う情報連携のための機器整備・運用を行う地方公
　共団体情報システム機構への負担金 ……………………………………４４７万円
●県民百貨店等の閉店に伴う従業員等向けの雇用相談窓口設置並びに求職者及び
　中高年層の離職者向けのスキルアップ講座等開催経費 ………………５５０万円
●県民百貨店等の閉店に伴う入居テナントに対する商店街空き店舗への移転に係
　る改装費助成……………………………………………………………1,500万円
●全日本女子レスリング強化合宿の熊本市開催に伴う準備経費 …………50万円

市営バス事業を廃止
　交通事業の経営改善のため、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、平成
21年度に「熊本市交通事業経営健全化計画」を策定。この計画に基づき、今年度で市営バス事
業を廃止するため、条例の一部改正を行いました。
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平成２６年第4回定例会提出議案の主な議決結果平成２６年第4回定例会提出議案の主な議決結果

議第447号
平成２６年度熊本市一般会計補正予算
議第468号
熊本市交通事業の設置等に関する条例の一部改正について

【西区】
谷尾崎梅林公園の紅梅
【西区】
谷尾崎梅林公園の紅梅

【南区】
熊本工芸会館を中心とした川尻界隈で
開催される「川尻月間」
（2月上旬～ 3月上旬開催）

【南区】
熊本工芸会館を中心とした川尻界隈で
開催される「川尻月間」
（2月上旬～ 3月上旬開催）

【北区】
武蔵塚駅付近　
桜並木を走る「あそぼーい！」

【北区】
武蔵塚駅付近　
桜並木を走る「あそぼーい！」

【中央区】
城下町くまもと　
肥後のひなまつり
（２月２７日～３月８日開催）

【中央区】
城下町くまもと　
肥後のひなまつり
（２月２７日～３月８日開催）

【東区】
健軍自衛隊通りの桜
【東区】
健軍自衛隊通りの桜



１２月定例会では、９人の議員が質問を行いました。主な質問事項は次のとおりです。
なお、質問の詳細は熊本市議会ホームページの会議録等をご覧ください。
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本会議質問から
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質問
1
活気ある温かな地域づくりを目指して
人口減少、超高齢社会の中で、お互い支え合いな
がら、地域資源を活かして本市をどの様に活性化
していくのか。

子ども医療費助成の対象年齢引き上げや小中学校普通教室への
エアコン設置等、今後の導入時期について。

総合戦略を策定し、本市の特性を生かした施
策を計画に盛り込み、実行することで地方創生
に取り組んでいく。

子ども医療費助成は、実施時期も含め総
合的に検討し早期に示したい。エアコン設
置は、導入手法や年次計画を十分検討し、
早期実現に努める。

答弁 答弁

質問
2

藤岡　照代議員

公
明
党

質問
1
小学校へのエレベーターの設置について ＭＩＣＥ（※1）施設整備はきっぱり中止を
車いす利用等の児童・生徒が在籍する小中学
校へのエレベーターの設置を早急に進める
べきではないか。

桜町再開発は、市長選後に170億円も事業費が膨
らんだ。後年へ多大な財政負担を強いるＭＩＣＥは
きっぱり中止を。

26年度から増改築の際の設置規準を緩和した。
個々の要望については、その趣旨や学校での問
題を調査のうえ、検討することが必要。

人口減少社会を迎える中、中心市街地活性化、
交流人口増加に資するMICE施設整備は将来に
わたり都市の活力を向上させるため重要。

答弁 答弁

質問
2

那須　　円議員

共
産
党

質問
1
市街化調整区域内の規制緩和について 硬式野球場建設について
地域間格差解消と財産権保護の観点から集落内
開発制度の開発基準を緩和するための条例整備
について問う。

熊本のスポーツと経済の振興、更には選手育
成や市民憩いの場の創出のための硬式野球
場建設について見解を問う。

多核連携都市の実現に向け、立地適正化計画の
策定を検討するなかで、集落のコミュニティの維
持等の視点も踏まえ研究していきたい。

藤崎台野球場は老朽化や駐車場の問題があり
現地での建替は困難。建設について県市の枠に
とらわれず県市政策連携会議で協議したい。

答弁 答弁

質問
2

小佐井賀瑞宜議員

自
民
党

質問
1

県民総合運動公園を活用したテーマパークを 二岡中学校の武道場・体育館建設について
新野球場整備を含め、総合運動公園を活
用した一大テーマパークづくりについて
検討すべきでは。

学校生活の場はもとより、一時避難場所として重
要な施設である体育館の改築を今後どのように進
めていくのか。

これからもスポーツコンベンションの誘致
に県市連携して取り組む。野球場の建設に
ついては県市政策連携会議で協議したい。

優先的に行ってきた構造体の耐震化が完了。体育
館の改築については、学校施設全体の整備を行う
中で、計画的に取り組んでいく。

答弁 答弁

質問
2

重村　和征議員

く
ま
も
と
未
来

バリアフリー（※3）

…企業等が行う会議や研修旅行、国際会議や学会など、多くの集客が見込めるイベントの総称。
…国民一人ひとりに番号を割り振り、社会保障や税に関する情報を一元管理する制度。
…高齢者や障がい者が社会生活を送るうえで、障壁（バリア）となるものを取り除くこと。

子育て支援や教育問題等市民ニーズへの対応は

分科会・委員会の審査概要 予算決算委員会から議案の審査を分担した各分科会と部門別に
行われた各委員会の審査の概要は以下のとおりです。

●市役所駐車場の円滑な管理に向けて
　開場前の待機車両及び精算時の渋滞対策を講
じてもらいたい。労働者の適正な賃金が担保さ
れた上で価格競争がなされるよう契約内容や
入札のあり方を見直してもらいたい。

●権限移譲による工事請負契約について
　高規格道路等の大型工事は、整備や維持管理に
多額の経費が想定されるため、本市の財政状況
及び資産マネジメントの観点から、事業内容につ
いて十分に精査・検証してもらいたい。

●効率的・効果的な業務委託に向けて
　環境局、上下水道局の両局において、地下水位観測に関
する類似した業務委託を実施しているが、両局間で調査
項目の精査・調整を行い、情報の共有化を図り、効率的・
効果的な予算執行としてもらいたい。

●指定管理者の指定
　議案審査の際は、総合的な判断が行えるよう、候
補者選定委員会の審査結果や関連予算等の説明
資料を具備してもらいたい。

●情報システムの大改修をチェック
　マイナンバー制度（※2）導入に伴う大規模なシス
テム改修には多額の経費がかかり、本市財政に与
える影響も大きいことから、事業の進捗状況につ
いて、随時、報告を行ってもらいたい。

●学校施設のバリアフリー（※3）推進
　児童や生徒が、障がいの有無に関わらず充実した学校
生活を送れるよう、障がいをもつ子どもの状況や保護
者の要望等を把握し、学校施設のバリアフリー化に努め
てもらいたい。

●生活困窮者の自立を支援
　就労準備支援については、対象者の就労意欲を喚起し
就労に結びつくよう継続的な支援を求めたい。また、
生活保護世帯以外の生活困窮者に対しても、既存支援
メニューの周知を徹底し、支援につなげてもらいたい。

●指定管理者（※4）の指定
　現行の指定管理者制度には、指定期間を定めること
による非正規雇用の発生や、専門性が蓄積されてい
かないといった問題があることを指摘したい。

この用語って何？ マイナンバー制度（※2）
ＭＩＣＥ（※1）

●学校施設のバリアフリー
　児童や生徒が、障がいの有無に関わらず充実した学校
生活を送れるよう、障がいをもつ子どもの状況や保護
者の要望等を把握し、学校施設のバリアフリー化に努め
てもらいたい。
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経
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質問
1

分譲マンションの適正な管理推進について 不妊治療助成事業について
分譲マンションの適正な管理推進にどのよ
うな取り組みをしているのか、また耐震診断
助成金創設の予定はないのか。

本市の助成制度を受けた方は、昨年度916件
と毎年増。支援のあり方に対する市長の所見を
伺いたい。

管理組合への支援としてマンション管理士
の派遣等を実施中。耐震化に向け、意識啓発
に努めると共に、助成についても今後検討。

妊娠・出産に関する知識の普及啓発と併せ、不
妊に悩まれる方の経済的・身体的・精神的負担
軽減などの支援に積極的に取り組む。

答弁 答弁

質問
2

髙本　一臣議員

自
民
党

町内防犯灯を市街路灯として引取ってほしい 自転車道(レーン)の新設道路への整備促進を
コスト削減や費用対効果の意味から町内の新型ＬＥ
Ｄ防犯灯を、熊本市の街路灯として引取った方が良
いのでは？

新設道路（池田町花園線等）への自転車レーン
の整備と、『ゆうかサイクリングロード（※5）』
の整備と利活用促進を。

引継ぎは、市が設置するＬＥＤ街路灯と同様な水準が
要求されると考えており、市の設置基準に合致するも
のから順次行っていきます。

『ゆうかサイクリングロード』を含め、健康増進
に寄与し地球環境にやさしい交通手段である
自転車道の整備検討や利用促進を図る。落水　清弘議員

市
政
ク
ラ
ブ

質問
1

子育て支援、保育園の通園基準について たばこ税の取り扱いについて
現行基準を緩和して、育児休暇時に第一子が
0～2歳児であっても、継続して通園できるよ
うにすべきでは。

待機児童の8割は3歳未満児のため、まずは保
育に欠ける児童を優先している状況。待機児童
が多い中での緩和は今後の検討課題と考える。

年間50億を超える歳入があるたばこ税の税収
1％の予算を確保し、分煙社会を推進する事業
を行ってはどうか。

たばこ税は、一般財源として様々な事業に充当
しており、現時点では、特定の使途に限定した
充当や予算枠の設定は想定していない。

答弁 答弁

質問
2

田中　敦朗議員

く
ま
も
と
未
来

質問
1

重症心身障がい児・者の短期入所施設について
在宅で介護している家族の負担を軽減する
ため、短期入所の充実を行うべき。

少子化対策白書では、非正規職員の増加が生
涯未婚率の増加原因にあげられている。安定し
た雇用政策を行うべき。

医療機関や介護老人保健施設と重症心身障が
い児・者の円滑な受け入れ方法について協議・検
討を行い、受け入れ施設の拡大に努める。

若者の雇用の場の確保や、企業誘致などによっ
て、地域経済を活性化し、若者世代の経済的基
盤の確立につなげていきたい。

答弁 答弁

質問
2

西岡　誠也議員

市
民
連
合

少子化対策と労働政策について

質問
1
大西市長の公約でもある花火大会について
市長の公約でもあり市民要望の声が大きい
花火大会再開へ向け、どのような手順で進め
ていくのか。

ネットトラブル防止策やネット依存者を出さない
取り組みとして用いるための職員向け指導の手
引きの作成状況は。

ゼロからのスタートと捉え、各種課題を解決し
ながら観客の安全確保を大前提に、今年度内
には関係機関・団体との協議を始めたい。

授業等で活用する教職員向け指導の手引き
書及び保護者向けリーフレットを26年度中
に配布予定であり、課題の解決に取り組んで
いく。

答弁
答弁

質問
2

藤永　　弘議員

公
明
党

ネットトラブル(※6)対策の指導手引き作成状況について

●商店街空き店舗対策事業
　県民百貨店等閉店に伴うテナント移転助成として補助
率や補助額上限の引き上げが行われており、店舗や雇
用の継続が期待できるので、補助要件についても各店
舗の実情に応じた柔軟なものとしてもらいたい。

●指定管理者の指定
　後継者育成の役割を担っている施設の管理者選定に当たっ
ては、非公募としてもらいたい。また、指定管理期間は、
各々の施設の事業形態に見合ったものとなるよう、見直し
てもらいたい。

●道路路面清掃等の維持保全
　冬季は道路に落ち葉が散乱し、事故
を誘発することが懸念されるので、
適時迅速な対応を求めたい。

●交通局バス事業の廃止
　本市バス事業が昭和２年以来、８８年の歴史に幕を閉じる
ことは感慨深く、関係者のこれまでの労苦に対し謝意を
表すとともに、写真等の資料を収集整理し記録集などを
作成し、軌跡を後世に伝えてもらいたい。

…地方自治体が公の施設の管理運営を任せた事業者のこと
…段山橋を起点に、北部、植木地区を経由して山鹿市の鍋田橋に至る全長32.7kmのサイクリングロード
…インターネット上で生じる様々な問題（風評被害、誹謗中傷、情報漏洩など）

この用語って何？ ゆうかサイクリングロード（※5）
指定管理者（※4）

ネットトラブル（※6）

質問
1

答弁 答弁

質問
2
自転車道(レーン)の新設道路への整備促進を

予算決算委員会の審査概要

○桜町地区再開発に伴い閉店する県民百貨店やセンタープラザ内テナントの
営業継続や従業員の再雇用への対応について、再開発を推進してきた市が
責任を持って不安解消のための措置を講じるべきと思う。

○再開発事業の仕組みをわかりやすく説明し、関係者と一体となって知恵を絞
るべきである。

締めくくり総括質疑（平成26年12月24日）

予算決算委員会の模様は委員会会議録及び熊本市議会ホームページの
議会中継をご覧ください。

○まずは、市長自らが積極的に現場へ足を運び、関係者の声に耳を傾け
る姿勢を示してもらいたい。
○今回示された支援メニューについては、現行制度の小規模な拡充にと
どまっているので、事業継続を十分補償できるよう、更なる拡充を求め
たい。

閉店する県民百貨店・センタープラザへの対応
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　市議会だより「いちょう」は、平成２３年１２月号の創刊
から今回の１４号で４年目を迎えます。これまで市民の
方々にとって、わかりやすく見やすい紙面づくりに努めて
きました。今後も、１０名の編集委員で力を合わせて頑張
ります。
　　　　　　　　　　　　議会広報委員　福永洋一

議会広報委員会（10名）／倉重徹委員長、田尻善裕副委員長
小佐井賀瑞宜委員、福永洋一委員、浜田大介委員、井本正広委員、田上辰也委員、田中敦朗委員、
那須円委員、紫垣正仁委員

市議会からのお知らせ

点字・音声版を発行しています
希望される方は、下記の議会事務局までお電話いただくか、
必要事項（住所・氏名・電話番号・点字か音声のどちらを希望
するか）を記載のうえ、メール・ＦＡＸ・郵便にてご連絡下さい。

皆様のご意見をお寄せください

2月16日(月)から開会中

議会だよりをさらに良いものにしていくためにご意見・ご感想
を募集しております。
送付先：下記の議会事務局までお願いします。

第1回定例会は

詳しい会議日程は熊本市議会ホームページをご覧ください。

熊本市議会 検 索←

★傍聴にいらっしゃいませんか
　本会議・・・どなたでも自由に傍聴することができます。
　・傍聴希望の方は、本会議の開催される日に議会棟５階の受付にお越しください。
　・手話通訳を希望される方は、傍聴希望日の１週間前までに下記の議会事務局までご連絡ください。
　委員会・・・委員会室外に設けられたモニターテレビを通じて、どなたでも自由に傍聴（視聴）することができます。

★インターネット中継をしています
　定例会、臨時会の本会議ならびに予算決算委員会は市議会ホームページで生中継・録画中継を行っています。

★会議録の閲覧ができます
　平成３年以降の定例会・臨時会会議録及び平成１５年５月以降の各委員会会議録を
　市議会ホームページに掲載しています。
　それより以前の分については、議会図書室等で閲覧することができます。

手話通訳を希望される方は、傍聴希望日の１週間前までに下記の議会事務局までご連絡ください。

発議 第２９号

発議 第３０号

発議 第３１号

発議 第３２号

可決された意見書

４０人学級再開検討に反対する意見書

「農協改革」に関する意見書

「女性が輝く社会」の実現に関する意見書

地域の中小企業振興策を求める意見書

トピックス政令指定都市移行後「初」となる 
市議会議員選挙

今回の市議会議員選挙は区ごとに行われます。
お住まいの区の候補者に投票してください。
なお、各区の定数については、平成２４年４月時点の選挙人登録者数によって
定められています。

中央区 定数
11名

南区 定数 
8名

40人学級再開検討に反対する意見書
　35人学級は、中央教育審議会が少人数学級化の方向を提言した
のを受けて、2011年度から小学１年、２年で順次実現してきたもの
でありますが、昨年10月に財務省は、いじめの件数増加や全国学力
テストの正答率悪化、財政削減効果などを理由に、40人学級に戻す
よう求める方針を示しました。
　しかしながら、このようにわずか数年のデータで傾向を導き出すの
はあまりにも乱暴であり、特にきめ細やかな手当が必要な時期であ
る小学校低学年は、教育上の配慮としても、中央教育審議会の方向
性に照らしても、学級規模を拡大させることはありえません。むしろ、
35人学級を他の学年にも広げていくことこそ求められています。ま
た、我が国のＧＤＰ（国内総生産）に占める公的教育費の割合はＯＥＣ
Ｄ加盟国中最低です。
　よって、政府におかれては、教育予算の増額に取り組むとともに、
40人学級に戻すことのないよう強く要望いたします。

地域の中小企業振興策を求める意見書
　昨年８月以降の急速な円安により、多くを輸入に頼る幅広い分野
で価格が押し上げられ、中小企業の経営が悪化するなど、深刻な影
響が懸念されています。
　このような過度な円安状況に対しては、政府・日銀が協調して為
替の安定に努めることが重要であるとともに、政府・与党が目指す地
方創生を進めるためには、地域経済と雇用を支えている中小企業の
活性化策や振興策が欠かせません。
　よって、政府におかれては、下記事項を講じられるよう強く要望い
たします。

記
１　中小・小規模事業者が持つ技術・アイデアの製品化、販路開拓

まで、切れ目のない支援体制を構築すること。
２　消費者ニーズに沿ったふるさと名物の開発・販路開拓支援を通

し、都市部や海外の需要を大きく取り込むなど、地域発のビジネス
モデル構築に向けた積極的な支援を展開すること。

３　地域の中小企業と人材をマッチングさせる地域人材バンクの創
設など、人手不足の抜本的解消のための対策を講じること。

※このほかの意見書については、熊本市議会ホームページをごください。

東区 定数
13名

北区 定数
10名

西区 定数
6名

市議会では、国会または関係行政庁に意見書を提出す
ることで、議会としての意思を表明します。第４回定例
会では、４件の意見書が可決されました。 告 示 日　平成２７年４月 ３日（金）

投開票日　平成２７年４月１２日（日）


